
森林な人々

森
林
づ
く
り
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
4
年
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
推
進
委
員
会
発
足
以
来
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
沿
線
環
境
保
全
等
の
各
分
野
で
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
21
年
に

「
環
境
技
術
研
究
所
」、
平
成
22
年
に
は「
環
境
経
営
推
進
室
」を
設
置
し
、
企
業
と
し
て
の
持
続
的
発
展
を
図
り
な

が
ら
、
環
境
保
護
に
お
け
る
社
会
的
責
任
を
果
た
し
、
地
球
環
境
問
題
に
積
極
的
か
つ
長
期
的
に
取
り
組
む
体
制

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

広
範
な
環
境
に
対
す
る
取
組
の
な
か
、
森
林
づ
く
り
を
通
し
た
生
物
多
様
性
の
保
全
と
し
て
、
①
鉄
道
沿
線
か

ら
の
森
づ
く
り
、
②
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
、
③
新
し
い
鉄
道
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３
つ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

信濃川ふるさとの森づくり（2013年9月14日：新潟県十日町市）

第６回

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社（
J
R
東
日
本
）

地
域
と
の
連
携
に
よ
る「
鉄
道
沿
線
か
ら
の
森
づ
く
り
」

　

平
成
4
年
か
ら
各
支
社
で
行
わ
れ
て
い
る「
鉄
道
沿
線
か
ら
の
森
づ
く
り
」は
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
の
鉄
道
沿
線
を
対
象
と
し
た
植
樹
活
動
。
参
加
者
自
ら
が
植
樹
活
動
を
行
い
、
自
然
や
環
境
の
保
全
を
直

接
体
験
す
る
こ
と
で
、
環
境
保
護
意
識
の
向
上
を
狙
い
と
す
る
と
と
も
に
、
継
続
的
な
植
樹
に
よ
っ
て
、
環
境

保
護
意
識
の
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
は
社
員
の
ほ
か
、
一
般
参
加
者
、
幼
稚
園
児
や
小
・
中
・
高
等
学
校
の
生
徒
や
学
生
、
自
治
体
関
係

者
な
ど
様
々
な
層
が
参
加
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
ま
で
に
約
4
．
7
万
人
が
参
加
し
、
約
32
.
4
万
本
の

植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
で
は
鉄
道
沿
線
の
枠
を
越
え
、
ハ
イ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
植
樹
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
地
域
の

小
学
校
等
と
協
力
し
た
ド
ン
グ
リ
拾
い
や
ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り
を
行
う
な
ど
、
支
社
ご
と
に
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら

し
、
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
植
樹
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
は
、
昭
和
62
年
に
日
本
国
有
鉄
道︵
国
鉄
︶か
ら
鉄
道
事
業
を
引
き
継
い
だ
旅
客
鉄

道
会
社
。
東
北
、
関
東
、
新
潟
県
の
ほ
ぼ
全
域
と
、
山
梨
県
、
長
野
県
、
静
岡
県
の
一
部
を
営
業
区
域
と
し
て
い

て
、
鉄
道
事
業
の
ほ
か
、
バ
ス
事
業
、
モ
ノ
レ
ー
ル
鉄
道
業
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
4
年
に﹁
エ
コ
ロ
ジ
ー
推
進
活
動
の
基
本
理
念
・
基
本
方
針
﹂を
制
定
し
、
事
業
活
動
と
地
球
環
境
保
護
の

両
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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東日本旅客鉄道株式会社
（JR東日本）

●保有鉄道林面積：約4,000ha、1,200林地
　防災林：約3,500ha
　環境保全林：約200ha
　緑地帯：約300ha
●「ふるさとの森づくり」活動
　平成16年から年１回開催
●「鉄道沿線からの森づくり」活動
　平成４年から各支社で実施
●東日本旅客鉄道株式会社「環境活動」ホームページ
　http://www.jreast.co.jp/eco/

生
物
多
様
性
を
守
り
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
貢
献
を

　

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
で
は
、
自
然
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
と
と
も
に
、
生
物
多
様
性
を
守
り

持
続
可
能
な
社
会
へ
貢
献
す
る
た
め
、
沿
線
の
各
エ
リ
ア
で
の
地
域
に
根
ざ
し
た
植
樹
に
継
続
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
災
と
環
境
保
全
の
両
立
を
目
指
し
た「
新
し
い
鉄
道
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
沿
線
に
は
、
樹
木
の
力
を
利
用
し
て
鉄
道
を
雪
等
か
ら
守
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
鉄
道
林
が
あ
り
ま
す
。
最
初
の
鉄
道
林
は
明
治
26
年
に
設
け
ら
れ
、
災
害
防
止
の
た
め
に
、
生
き
た

防
災
設
備
と
し
て
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
が
保
有
す
る
鉄
道
林
は
、
約
5
8
0
万
本
、
約
4
，
0
0
0
ha
、
約

1
，
2
0
0
箇
所
に
及
び
ま
す
。
こ
れ
ら
の
鉄
道
林
は
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
で
排
出
す
る
CO2

の
0
．

6
%
に
あ
た
る
1
．
6
万
ト
ン
を
吸
収
す
る
な
ど
、
沿
線
の
環
境
保
全
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
か
ら
は
、
線
路
の
防
災
と
沿
線
の
環
境
保
全
の
両
立
を
目
指
し
て
、
鉄
道
林
の
あ
り
方
を
根
本

的
に
見
直
し
、
更
新
時
期
を
迎
え
た
樹
木
を
約
20
年
か
け
て
植
え
替
え
る「
新
し
い
鉄
道
林
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

以
前
の
鉄
道
林
は
、
防
災
の
機
能
に
加
え
て
、
木
材
生
産
に
よ
る
収
益
も
目
的
と
し
た
林
業
と
し
て
の
機
能

も
併
せ
持
っ
て
い
て
、
主
と
し
て
ス
ギ
な
ど
の
単
一
の
樹
種
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
需
要
の
低
下
な
ど

に
よ
っ
て
、
現
状
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
現
在
の
植
え
替
え
で
は
、
そ
の
土
地
風
土
に

あ
っ
た
複
数
の
樹
種
を
採
用
し
、
低
木
・
中
木
・
高
木
を
混
植
す
る
こ
と
で
、
多
様
性
が
あ
り
、
生
態
系
と
し

て
も
強
い
鉄
道
林
の
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

土
地
固
有
の
樹
木
を
植
え
て
森
を
再
生「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
」

　

自
然
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
と
と
も
に
、
生
物
多
様
性
を
守
り
持
続
可
能
な
社
会
へ
貢
献
す
る
た
め
、

平
成
16
年
か
ら
、
そ
の
土
地
固
有
の
樹
木
を
植
え
、
自
然
に
近
い
か
た
ち
で
密
植
・
混
植
し
て
森
を
再
生
す
る

活
動「
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
か
ら
平
成
21
年
ま
で
は
福
島
県
大お

お
た
ま
む
ら

玉
村
や
二に

ほ
ん
ま
つ
し

本
松
市
を
開
催
地
と
し
て「
安あ

だ

た

ら

達
太
良
ふ
る
さ
と
の

森
づ
く
り
」を
実
施
。
平
成
22
年
か
ら
は
新
潟
県
及
び
同
県
津つ

な
ん
ま
ち

南
町
、
十と

お
か
ま
ち
し

日
町
市
、
小お

ぢ

や

し

千
谷
市
の
協
力
を
得

て
、「
信
濃
川
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り
」を
開
催
し
、
日
帰
り
の
新
幹
線
と
観
光
等
を
組
み
込
ん
だ
旅
行
商
品
に

よ
っ
て
、
ご
参
加
頂
い
て
い
ま
す
。

「信濃川ふるさとの
森づくり」の記念碑

（新潟県津南町）

【従来の鉄道林】

【新しい鉄道林】

複層林 潜在自然植生

古くから自然に生育している
樹種の活用
○植栽前に入念な土壌の整備が
　必要
○花、紅葉など景観面へ配慮

土地の気候や土壌にあった
低木、中木、高木を混じえた
複数の樹種
○病気や害虫に強くメンテナン
　スの少ない森林
○花、紅葉など景観面へ配慮

針葉樹の単一樹種

海岸部の砂地など根の
活着が困難な箇所通常の箇所

防災機能に加えて木材生産を目的
○スギ・ヒノキ等、単一の針葉樹
○間伐、枝打ちが必要

・なだれ防止林（上越線　茂蔵１号林）
　木の根や幹により、降り積もった雪が線
路上に滑り落ちるのを防ぐことを目的に設
置されました。

・ふぶき防止林（大湊線　北野辺地３号林）
　地吹雪による雪を森林内や森の周囲に溜め
て、線路が雪に埋もれるのを軽減します。

「新しい鉄道林」への更新方法
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